
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度第１回 
 

 

 

小金井市緑地保全対策審議会会議録 



 

 

平成２９年度第１回小金井市緑地保全対策審議会会議録 

 

１ 開催日 平成２９年８月７日（月） 

２ 時 間 午後２時３０から午後４時００分まで 

３ 場 所 市役所第二庁舎８０１会議室 

４ 議 題 (1) 平成２９年度保全緑地の指定（案）について 

(2) その他 

５ 出席者 (1) 委員 

  会 長 犀川 政稔 

  副会長 宮下 清栄 

  委 員 橋本 尚幸 

  委 員 竹内 高広 

  委 員 串田 光弘 

  委 員 渡辺  栄 

  委 員 小山 美香 

  委 員 平井 惠子 

  委 員 矢向  潤 

(2) 説明員 

  環境部長    柿﨑 健一 

  環境政策課長  平野 純也 

(3) 事務局員 

  緑と公園係長  森  純也 

  緑と公園係   江平 和之 

  緑と公園係   野島 希 

  緑と公園係   鈴木 明信 
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事務局    では、本日は１名、欠席のご連絡をいただいていますので、これで皆

さんおそろいですので、会長、どうぞよろしくお願いします。 

犀川会長   皆様、お暑いところ、大変ご苦労さまでございます。 

 今回は、緑地保全の指定と、それから保存樹木、保存生け垣、そうい

ったものがざっと出てまいりまして、それが適当であるかどうかという

判定をする会になると思います。いろいろ説明があって、それに対して

質問をするということになっていると思いますが、この会の決まりとし

まして、この会が終わってから非常に細かい、誰がどういう発言をした

というふうな議事録をつくるということになっていますので、ご意見さ

れるときには必ずご自分のお名前を言っていただきたいと思います。 

 それでは、まず、環境部長さんがお見えですので、ご挨拶をお願いい

たします。 

環境部長   皆様、お暑い中お集まりいただきまして、ありがとうございます。ま

た、今日は台風がこれから近づいているところ、本日の審議会にお集ま

りいただきまして、ありがとうございます。環境部長の柿﨑と申します。 

 さて、国においては平成２９年度に都市緑地法等の一部を改正する法

律が施行されまして、公園や緑地のオープンスペースは、良好な景観や

環境、災害時の避難地等、多面的な機能を期待されているところでござ

います。このように緑地等の重要性が高まっている中、小金井市緑地保

全対策審議会は、保全緑地の指定・解除に関すること、並びに緑地の保

全等に関する重要な事項を審議していただく大変重要な審議会でござい

ますので、委員の皆様のご協力をよろしくお願いしたいと思います。 

 本日、皆様には、先ほど会長のほうからもお話がありましたとおり、

保全緑地の指定（案）についてご審議いただき、ご意見をいただければ

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

犀川会長   ありがとうございました。 

 続いて、４月に事務局の人事異動がございましたので、環境政策課長

より挨拶と事務局の紹介をお願いいたします。 
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環境政策課長 改めまして、皆様、こんにちは。４月１日付人事異動で環境政策課長

に配属いたしました平野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 続いて、同じく環境政策課緑と公園係に主任の江平、主事の野島、そ

してもう１人、主事の高橋が配属なってございますので、こちらにつき

ましてもどうぞよろしくお願いいたします。 

犀川会長   ありがとうございました。 

 続いて、前回の当審議会開設以後に学識経験者委員の変更がございま

したので、報告させていただきます。 

 平成２９年７月２０日付で就任された、小金井市農業委員会会長職務

代理、橋本委員でございます。環境部長から委嘱状の交付をさせていた

だきたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

環境部長   委嘱状 

 橋本尚幸様 

 小金井市緑地保全対策審議会委員を委嘱する。 

 期間 平成２９年７月２０日から平成３１年３月１３日まで 

 平成２９年７月２０日 小金井市長 西岡真一郎 

 代読です。 

 よろしくお願いいたします。 

犀川会長   ありがとうございました。 

 それでは、環境政策課長から本日の会の成立について報告をお願いい

たします。 

環境政策課長 本日の出席状況の確認をさせていただきたいと思います。１０名の委

員さんのうち９名の委員の出席を得てございますので、小金井市緑地保

全及び緑化推進条例施行規則第１１条により、半数以上の出席を得てお

りますので審議会は成立していることを報告させていただきます。 

 また、審議会の進行に当たり事務局からお願い事がございます。先ほ

ど会長からもおっしゃっていただきましたが、案件のご審議に当たりま

しては、各委員が発言される場合には、恐縮ではございますが挙手をし

ていただき、会長が委員を指名した後にご発言いただければと考えてお

ります。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 
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犀川会長   それでは、今から、本日の案件であります平成２９年度保全緑地の指

定（案）の諮問を受けることといたします。事務局の方、よろしくお願

いいたします。 

環境政策課長 ここで、本日の案件であります平成２９年度保全緑地の指定（案）に

ついて、環境部長から諮問させていただきます。 

環境部長   小金井市緑地保全対策審議会会長 犀川政稔様 

 平成２９年度保全緑地の指定（案）について（諮問） 

 小金井市緑地保全及び緑化推進条例第１４条第２項の規定に基づき、

平成２９年度に指定申請のあった保全緑地の指定、並びに平成２８年度

中に指定解除申請のあった保全緑地について、貴審議会の意見を求めま

す。 

 よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 平成２９年８月７日 小金井市長 西岡真一郎 

 代読です。 

犀川会長   承知しました。 

 どうもありがとうございました。 

 ただいま環境部長から本審議会への諮問がありました。この諮問書の

写しを事務局から配付したところでございます。ご確認ください。 

 それでは、諮問案件、平成２９年度保全緑地の指定（案）について事

務局から説明をしていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

事務局    まず、配付資料の確認をお願いいたします。また、事前に送付した資

料に差しかえと追加がございます。皆様、お手元にございますでしょう

か。差しかえ資料は、保存樹木の番号を一部変更したものとなります。

追加の資料は、町別の保存樹木、保存生け垣の指定状況をあらわしたも

のです。 

 また、先ほどご指摘があったのですが、位置図、Ａ３のもののプロッ

ト位置に誤りがございますので、お伝えさせていただきます。Ａ３のも

のを開いていただけますでしょうか。１７ページをご確認ください。８

番と９番の位置が逆だというご指摘がありましたので、ご確認ください。

続いて、１８ページなんですけれども、保存生け垣のところで、９番を

少し下にスライドしていただいて、緑町五丁目－１６という位置に当た
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るものとなります。 

 以上で、ご確認いただけましたでしょうか。 

（「大丈夫です」という声あり） 

事務局    ありがとうございます。よろしければ始めさせていただきます。 

 説明に先立ちまして、本日、パワーポイントの操作等で、保全緑地の

調査をご担当いただきました小金井園の方にお手伝いいただきますので、

よろしくお願いします。 

 小金井市緑地保全及び緑化推進条例において、所有者からの申請に基

づき保全を図る緑地として、環境緑地、公共緑地、保存樹木、保存生け

垣の指定をすることができると記述されていまして、種類別に簡単にご

説明させていただきます。 

 環境緑地は、現状のまま保全されている、確約される樹木の集団で、

おおむね５００平方メートル以上の面積の土地。 

 公共緑地は、公共の用に供されることが確約される土地で、おおむね

５００平方メートル以上の面積の土地。 

 保存樹木は、指定基準が高さ１０メートル以上、地上１.５メートル

の高さの幹周りが１.５メートル以上の、いずれかに該当する樹木。 

 保存生け垣は、道路に面した高さ１メートル以上、長さ１０メートル

以上の生け垣で、隣接する２件を合わせたものも指定可能とさせていた

だいています。 

 以上の４種類の保全緑地について、毎年４月中に指定申請を受け、調

査をしております。 

 あらかじめ配付しました指定（案）の資料をご覧ください。まず１ペ

ージ目、平成２９年度の申請分について、調査したものをまとめてござ

います。 

 初めに、保存樹木は、申請が１１件、７５本となっており、うち３件

が新規で５１本の指定でございます。残りの件数は、全て平成２４年度

に指定したもので更新ということになっております。 

 続きまして、保存生け垣は、申請２８件のうち更新が２７件で、指定

延長が６３６.０メートル。奨励金上限額が１万５,０００円のため、１

件につき最大５０メートルが奨励金対象延長で、今年度は指定延長と同

じ６３６.０メートルでございます。 
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 いずれも指定期間については５年間ですので、平成２９年度から平成

３４年３月３１日までの指定期間となります。 

 この後、保全緑地の調査内容については、スライドでご説明させてい

ただきます。 

 次に、１０ページをご覧ください。保全緑地の指定解除及び権利譲渡

等届出一覧表をご確認ください。 

 指定解除については、環境緑地が２件、保存樹木が８件、保存生け垣

が９件、権利譲渡が９件でございます。 

 その他、参考資料として、保全緑地の指定（案）町別一覧表、保全緑

地総括表、環境保全緑地面積推移、環境保全緑地面積推移内訳、保存樹

木本数推移、保存生け垣延長推移及び保存樹木・保存生け垣それぞれの

位置図と、先ほど配付した町別の推移のグラフをご用意しております。 

 以上、諮問案件についてご審議をいただきまして、市長への答申を賜

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、スライドで説明いたしますのでご覧ください。 

 まず、資料の２ページをご覧ください。公共緑地です。 

 １番、住所が貫井南町３－６－１７。こちらは２筆で７３０.２５平

方メートルでございます。 

 続いて３ページ、保存樹木の所有者と保存樹木の本数一覧です。 

 ４ページをご覧ください。１番から読み上げさせていただきます。 

 １番、東町１－４４－２６。１－１、ケヤキ、幹周り２８６センチメ

ートル、樹高２０メートル。１－２、イチョウ、幹周り２０９センチメ

ートル、樹高２０メートル。１－３、ムクノキ、２１５センチメートル、

１８メートル。１－４、ムクノキ、２６４センチメートル、２０メート

ル。１－５、ソメイヨシノ、１９７センチメートル、１１メートル。１

－６、ソメイヨシノ、１８９センチメートル、１０メートル。１－７、

エノキ、２５２センチメートル、１２メートル。１－８、ケヤキ、２１

８センチメートル、２１メートル。１－９、ケヤキ、３０５センチメー

トル、２３メートル。１－１０、ソメイヨシノ、１８２センチメートル、

１０メートル。１－１１、ソメイヨシノ、２６１センチメートル、１０

メートル。 

 続きまして、２番。こちらは梶野町２－１１－３５。２－１、ケヤキ、
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２１０センチメートル、１７メートル。２－２、シイ、１４８センチメ

ートル、１７メートル。２－３、ケヤキ、２８９センチメートル、２４

メートル。 

 続いて３番、梶野町２－１１－３７。３－１、ケヤキ、２２２センチ

メートル、１７メートル。 

 続きまして、４－１、中町１－１０－４、タイサンボク、１８９セン

チメートル、１３メートル。 

 続いて５－１、中町２－１４－１０、ケヤキ、４０４センチメートル、

２５メートル。 

 続きまして、６－１、前原町２－１４－４、ユリノキ、１７２センチ

メートル、１４メートル。 

 続きまして７番、本町３－１－５。７－１、ケヤキ、２１２センチメ

ートル、１３メートル。７－２、ケヤキ、１７１センチメートル、１３

メートル。７－３、ケヤキ、１９６センチメートル、１３メートル。７

－４、ケヤキ、１８４センチメートル、１３メートル。 

 続きまして８番、桜町３－３－９。８－１、ケヤキ、２８２センチメ

ートル、２０メートル。８－２、ケヤキ、３０６センチメートル、２５

メートル。 

 続きまして９番、貫井北町５－２１－３７。９－１、ケヤキ、２６５

センチメートル、１８メートル。９－２、ケヤキ、２０９センチメート

ル、２０メートル。 

 次、５ページになります。１０番、前原町３－３７－１。１０－１、

キンモクセイ、４０４センチメートル、９メートル。１０－２、クスノ

キ、３４３センチメートル、１７メートル。１０－３、シラカシ、１６

９センチメートル、１０メートル。１０－４、アカシデ、１４８センチ

メートル、１２メートル。１０－５、クスノキ、３１０センチメートル、

２２メートル。１０－６、クロマツ、１９４センチメートル、１９メー

トル。１０－７、ケヤキ、１９５センチメートル、１２メートル。１０

－８、シラカシ、１０６センチメートル、１２メートル。１０－９、ク

ロマツ、１１７センチメートル、１０メートル。１０－１０、クロマツ、

１４１センチメートル、１２メートル。１０－１１、クロマツ、１８０

センチメートル、１２メートル。１０－１２、シラカシ、１６９センチ
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メートル、１０メートル。１０－１３、タイサンボク、１５２センチメ

ートル、１０メートル。１０－１４、クスノキ、１６５センチメートル、

１１メートル。１０－１５、シラカシ、１７９センチメートル、１１メ

ートル。１０－１６、シラカシ、１６４センチメートル、１１メートル。

１０－１７、クロマツ、１９７センチメートル、１１メートル。１０－

１８、クロマツ、１６８センチメートル、１１メートル。１０－１９、

クロマツ、１４４センチメートル、１３メートル。１０－２０、クロマ

ツ、１６７センチメートル、１１メートル。１０－２１、アカマツ、１

５７センチメートル、１０メートル。１０－２２、アカマツ、１７５セ

ンチメートル、１２メートル。１０－２３、アカマツ、１２５センチメ

ートル、１１メートル。１０－２４、コナラ、１６２センチメートル、

１１メートル。１０－２５、コナラ、１６６センチメートル、１１メー

トル。１０－２６、コナラ、１４６センチメートル、１２メートル。 

 続きまして６ページです。１０－２７、ケヤキ、１４４センチメート

ル、１１メートル。１０－２８、シラカシ、１１６センチメートル、１

１メートル。１０－２９、ケヤキ、１７４センチメートル、１２メート

ル。１０－３０、シラカシ、１７０センチメートル、１３メートル。１

０－３１、シラカシ、１１３センチメートル、１３メートル。１０－３

２、シラカシ、１２１センチメートル、１１メートル。１０－３３、シ

ラカシ、１９４センチメートル、１１メートル。１０－３４、シラカシ、

１５２センチメートル、１１メートル。１０－３５、ヒノキ、１０９セ

ンチメートル、１２メートル。１０－３６、イイギリ、１５０センチメ

ートル、１１メートル。１０－３７、ムクノキ、１８８センチメートル、

１１メートル。１０－３８、ヒノキ、１０８センチメートル、１１メー

トル。１０－３９、ムクノキ、１７５センチメートル、１１メートル。

１０－４０、ヒノキ、１２６センチメートル、１１メートル。１０－４

１、ヒノキ、１２８センチメートル、１１メートル。１０－４２、ヒノ

キ、１０３センチメートル、１１メートル。１０－４３、ムクノキ、１

２０センチメートル、１１メートル。１０－４４、アカマツ、１４３セ

ンチメートル、１１メートル。１０－４５、シラカシ、１８４センチメ

ートル、１３メートル。１０－４６、コナラ、１４８センチメートル、

１３メートル。１０－４７、コナラ、１６０センチメートル、１２メー
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トル。１０－４８、イヌシデ、１７９センチメートル、１２メートル。 

 １１番、貫井南町４－１１－２０。１１－１、ハンカチノキ、１５８

センチメートル、１０メートルとなっております。 

 続いて７ページ、保存生け垣でございます。保存生け垣につきまして

は、全て指定基準内のものになりますので、樹種と指定延長だけを読み

上げさせていただきます。 

 １番、東町２－２４－２、指定延長１８メートル、樹種ツゲ。 

 ２番、東町３－６－５、指定延長１５メートル、樹種マサキ。 

 ３番、東町４－２０－１４、指定延長２３メートル、樹種ドウダンツ

ツジ。 

 ４番、東町４－３０－３９、指定延長１９メートル、樹種キンモクセ

イ、カイヅカイブキ。 

 ５番、東町５－１７－１８、指定延長１６メートル、樹種ベニカナメ。 

 ６番、梶野町２－１１－２１、指定延長１９メートル、樹種シラカシ、

ベニカナメモチ、キンメツゲ。 

 ７番、梶野町２－２－６、指定延長４２メートル、樹種ベニカナメモ

チ。 

 ８番、緑町３－１２－１１、指定延長１４メートル、樹種アベリア。 

 ９番、緑町５－１６－３６、指定延長２５メートル、樹種ベニカナメ。 

 １０番、中町１－７－１７、指定延長２１メートル、樹種ベニカナメ。 

 １１番、中町１－１０－４、指定延長３２メートル、樹種ベニカナメ。 

 １２番、中町２－７－８、指定延長１１メートル、樹種イヌツゲ。 

 １３番、中町３－２３－３、指定延長３８メートル、樹種イヌツゲ。 

 １４番、前原町３－１２－１、指定延長１２メートル、樹種サワラ。 

 １５番、前原町１－１２－３、指定延長３０メートル、樹種ヒイラギ

モクセイ。 

 １６番、前原町３－２５－７、指定延長１２メートル、樹種ベニカナ

メ。 

 １７番、本町４－１８－１６、指定延長１７メートル、樹種サワラ。 

 １８番、本町４－２０－３３、指定延長２５メートル、樹種ツゲ。 

 １９番、本町５－３０－１８、指定延長１７メートル、樹種アラカシ、

レッドロビン他。 
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 ２０番、本町６－７－１８、指定延長２６メートル、樹種ヒイラギモ

クセイ、ベニカナメ。 

 続いて８ページです。 

 ２１番、本町６－９－９、指定延長２０メートル、樹種ネズミモチ。 

 ２２番、桜町２－１－３２、指定延長２２メートル、樹種ドウダンツ

ツジ。 

 ２３番、桜町２－１－４１、指定延長４８メートル、樹種レッドロビ

ン。 

 ２４番、貫井北町１－２３－４、指定延長１８メートル、樹種ヒイラ

ギモクセイ。 

 ２５番、貫井南町３－６－１７、指定延長１３メートル、樹種トウカ

エデ。 

 ２６番、貫井南町４－２－２４、指定延長５０メートル、樹種ヒイラ

ギモクセイ。 

 ２７番、緑町３－８－１６、指定延長１２メートル、樹種ベニカナメ

モチ。 

 ２８番、貫井南町４－１１－２０、指定延長２１メートル、樹種シャ

コタンチク、ヤポンノキ。 

 保存生け垣については以上となっております。スライドが一部見えな

いものがありました。スライドについては以上となります。 

 続きまして、２８年度の指定解除についてです。１０、１１ページを

ご確認ください。こちらは、２８年度に指定解除と権利譲渡などを申請

された方々の一覧となっております。 

 １番、指定解除については、環境緑地が２件、保存樹木が８件、保存

生け垣が９件となっております。解除理由としては、備考欄のような理

由となっております。 

 ２番、権利譲渡についてです。権利譲渡につきましては９件となって

おります。 

 以上、今年度の諮問案件となっております。担当からは以上でござい

ます。 

犀川会長   どうもありがとうございました。スライドを使った説明と、それから

解除についての説明がありました。何かご質問あるいはご意見がござい
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ましたら、名前をおっしゃっていただいてお願いいたしたいと思います。 

 どうぞ。 

竹内委員   東京都多摩環境事務所自然環境課長の竹内と申します。 

犀川会長   竹内さんね。よろしくお願いします。 

竹内委員   指定というのは非常に大事なんですけれども、指定の基準、それから

指定解除、権利譲渡の基準について、会議資料として配っていただきた

いんですけれども。 

犀川会長   どうでしょう。まず、保存樹木等々の基準ですね。高さが１０メート

ルで、あるいは１.５メートルの高さと幹回りがどうのとか、そういっ

たことをお願いしたいと思います。 

 じゃあ、事務局お願いします。 

事務局    事務局です。今、竹内委員よりいただいたとおり、条例規則のほうに

指定要件、指定基準の記載がございますので、こちらのほう、次回以降

は添付して皆様に事前にお渡しできるようにさせていただきたいと考え

ております。 

 今回につきましては、今、会長からもご説明あったように、保存樹木

の場合、地上１.５メートルの高さにおける幹回り１.５メートル以上で

あること、または高さが１０メートル以上であることが、基本的な要件

となっております。そのほか、この審議会でご提案があった、それに満

たない場合でも、何らかの理由で認められるものは認めていこうという

ことで、そのほか市長が認めるものということを、改正により追加して、

そういったものも要件の１つとなっているところでございます。 

 保存生け垣については、高さが１メートル以上あり、かつ総延長が１

０メートル以上であるという形が要件となっておりまして、環境緑地、

公共緑地については、５００平米以上の広さがおおむね必要であるとい

うことが大きな要件となってございますが、資料として事前に配付させ

ていただけるよう、今後改善させていただきたいと思っております。 

犀川会長   どうもありがとうございました。 

 竹内委員、よろしいでしょうか。 

竹内委員   はい。 

犀川会長   高さ１０メートル、そして、高さ１.５メートルで幹回りが１.５メー

トルの、そのいずれかだったですね。いずれかを満たしているというこ
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とと、生け垣の場合には、高さ１メートル以上の長さ１０メートルを超

えるものというふうなことになっているかと思います。 

竹内委員   そうしますと、事務局が基準に基づいて選定したものでしょうから問

題ないと思いますけれども、審議会にかける以上、事務局のほうとして、

何か問題がある、あるいは不安だからこの審議会で認めてほしいと、そ

ういうものがあるんではないかと。なければないでいいんですけれども、

その辺の説明をしていただきたい。 

犀川会長   じゃあ、不安なようなところはあったんでしょうか。 

事務局    今ご指摘いただいたような内容、今回については、高さなどの数値上

の要件は全て満たしているので、特に事務局として、これについて特に

問題があるような内容は考えておりません。ただ、ここ数回の中であっ

たのが、例えば、５年前に指定したときについては高さを満たしていた

んだけれども、剪定をしたなどによって高さが９メートルですと。それ

を今回、指定（案）の中から外しますか、どうしますかっていうのは、

たしか前回か前々回の指定（案）の中ではそういった意見はありまして、

皆さんにご討議していただいて指定していただいたというようなものは

あったかと記憶しております。 

犀川会長   よろしいですか。 

竹内委員   はい。 

犀川会長   私自身、配られた資料が来てからすぐ、小金井園のところのハンカチ

ノキが気になりまして、そんな太いのがあるのかなと思いまして、行き

ましたら、太いんですけれども三本立ちか何かでなってるんですね。そ

んなふうなやつも、計ると１.５メールを超えるのかなというふうに、

ちょっと私自身が不安に思ったもんですから、見に行ってきました。 

 串田さん。 

串田委員   先ほど竹内委員の発言に対して、資料を次回はそろえるということで

したが、資料というのはそれだけでは決してないわけですね。要するに、

例えば保存樹木になった場合に、その選定等で条件があるかもしれない。

あるいは、うんと基本的なことで、保存樹木になると何らかの補助が出

るのかとか、そういうこともデータの中の１つだと思います。 

 それから、特に保存樹木に関しては、どこまで剪定が自由にできるの

か、その辺も何らかの縛りがあるのかなと。今、更新をする保存樹木の
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スライドをずっと見ていましたけれども、ケヤキなどは圧倒的に強剪定

です。もうほとんど屋根の上まで真っすぐな円柱で、上のほうにしょぼ

しょぼっとあるぐらい。ものすごい強剪定です。そういうようなのが自

由にできるかどうかとか、そういうような条件も保存樹木の中にあった

かと思うんですけれども、それも一緒につけていただければ。そうじゃ

ないと、こういうスライドを見たときに、これでいいのかとか、ほんと

うに不自然な樹形をしているのが圧倒的に多かったので、その辺のこと

も、それがないと議論をどういうふうに進めていくかわからない。 

犀川会長   今、竹内委員と串田委員の、そういう話は前から同じことなので、１

枚かあるいは２ページぐらいでおさまるものができると思うんですね。

そういうのは事務局のほうで、間違いがあってもいいですからさっとつ

くっていただいて、委員全体に回して、これでいいかっていうのを見て

もらって。返事がなきゃ、これでいいっていうふうに決めて、次回は自

動的にその１枚を入れればいいんじゃないかなと思うんですが、どうで

しょうか。 

 どうですか、皆さん。 

串田委員   毎回この話が。 

犀川会長   そうなんです。時間の無駄だね。 

串田委員   もう１つ、よろしいでしょうか。つけ加えますと、保全緑地に関して

も、例えば保存樹木があって、更新、新規、それから廃棄等々がありま

すけれども、現状そのままのものっていうのはここに出てきませんよね。

保存樹木がどのぐらいがあって、そのうちの今回はどのぐらいが更新で

あったかとか、そういうような、これも前回、前々回、発言が私も含め

てあったと思いますけれども、保全緑地に関しては、そういうような形

で出ないと、またこれ、もうちょっと判断がしにくいというか、判断の

材料にできないなと思います。 

犀川会長   よろしいですか。前回も串田委員から、数値を示すとか何とか。 

串田委員   前回の数値って、簡単に出ることです。 

犀川会長   何か、いろいろ困ることがあると思うので、一旦我々に案みたいなも

のを見せてもらって、これでいいとなったら、それは自動的にさっさっ

さと配ればいいんじゃないかなと思うんですけど。 

事務局    ２点、ご質問いただきまして、２点目のほうからお答えさせていただ
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きますと、保存樹木など保全緑地の経年のものということで、たしか前

回、委員からご質問いただいて、資料があったほうがいいのではないか

というご指摘だと思いまして、今回、追加資料でこちらへ置かせていた

だいているところです。保存樹木をたしか町別で、何町にはどのぐらい

の本数があってというのが経年でわかるような形の資料が必要かと思う

というご指摘があったかと思いまして、今回、事前の配付にはちょっと

間に合わなかったんですけれども、本日、配付資料の中でお配りさせて

いただいております。 

 保存樹木に関しましては、東町から貫井南町までということで、２４

年度指定から２８年度指定で町別の本数などをこちらに記載させていた

だいておりまして、計のところで、２８年度までの指定分という形に本

数を記載させていただいておりますので、これにプラスして今回の指定

（案）を差し引きしていただければ、町別の移り変わりは見ていただけ

るのではないかと。 

 保存生け垣についても、同様な形で資料は本日、配付させていただい

ておりますので、こちらでご確認いただければと思ってございます。ち

ょっとグラフについては、数値が重なってしまっているところはあるん

ですが、基本的には上にある表で確認いただければと思っております。

これをもとに、お配りさせていただいた全図で大体何々町というのを見

ていただければ、資料としてはある程度の形に見ていただけるかなと思

っております。 

 また、伐採などのことが書いてある資料ということで、今後の資料づ

くりということでお話しいただいたかと思うんですけれども、そちらに

関しましても、前回、実は配らせていただいて、ちょっと今回、配付が

できてなかった部分もあるんですけれども、規則のほうに伐採とか行為

の届出とかそういったものは記載させていただいております。基本的に

は民有地の緑化の保全という位置づけですので、あまり厳しく剪定など

を制限することもできない中、規則で、伐採などをする場合は届出をし

てくださいとか、その程度のことしか書いてないんですね。ですので、

剪定は基本的には、強剪定も含め協定上は問題なしとなっているところ

ではありますけれども、そういったものも含めて条例規則に記載させて

いただいておりますので、そちらのほうを配付させていただければとは
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考えております。 

 以上でございます。 

犀川会長   ありがとうございます。 

 どうですか。よろしいでしょうか。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

矢向委員   樹木のおおよそ樹齢みたいなものっていうのは、何かそういう情報と

いうのは、これは無理でしょうかね。いや、ちょっと思ったのは、災害

なんかで倒木するっていうような、ちょっと話が違うんですけれども、

そういったニュースも見ることがあるので、樹齢というおおよその何か、

あと木の健康度とか、そういった面というのは、あまりこういった緑化

保全という中では入ってこない情報でしょうか。 

事務局    樹齢という件ですけれども、先ほど、民有地の中の緑ということで、

昨年度は、市民の方が、心配だからちょっと見てくれないかというふう

に直接お電話があって、見に行ったら、この木は何年ごろに引っ越して

きてから植えたのよね、だからもう何十年たつとかっていう話は、そう

いうときにはお話が聞けます。ただ、そのときは、病気なのか老木にな

ってきているのかとかっていうのは、たまたま全部キノコだらけになっ

ちゃって、もう、触っただけでブヨンブヨンで、危険ですよというお話

を１回、昨年はしました。 

 そしたら、結局、先ほど事務局のほうから話がありましたが、伐採す

るには、まず保存樹木を解かなきゃいけないということで、解除をして

から伐採しました。もう、押すとこうやって揺れるぐらいだったもんで

すから。結構立派なサクラだったんですけれども、そんなことがありま

した。 

 ただ、１軒１軒当たって何年ですかっていうのは難しいというのが、

正直なところでございます。 

 以上です。 

犀川会長   蓄積がなければ、ね、急に言われてもっていう話だとは思うんですけ

れども。 

事務局    そうですね。お話しするときは、大体どのぐらいたちますかっていう

お話は現地ではしたりすることはあります。 

事務局    樹齢っていうところまでは把握はしないんですけれども、今回、指定
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する前に調査するっていうのは、造園の方に調査をしてもらってますの

で、そのときにキノコが生えてたりとか危険な樹木だっていう情報はこ

ちらにも入るようになっていますので、そういった場合には、所有者の

方にも伝えて、でも、それでもどうしても守りたいとかそういった場合

には、例えば樹木医とかの方で対応してもらうことはあるかもしれませ

んし、そういったような対応になっております。 

矢向委員   わかりました。 

犀川会長   よろしいですか。 

 ただいま、樹木の健康度とか樹齢とかの話がありました。ほかに何か

ありますでしょうか。 

平井委員   同じように、生け垣なんかでも、枯れちゃったりとか、虫とか何かわ

からないんですけれども穴が開いてしまって、そこに石を置いたりとか、

そういうようなところがあったんですけれども、それは１０メートルも

なかったんですね。７メートルかそのぐらいで、そんなに大きい生け垣

ではなかったんですけれども、何かこう穴が開いたりとか、お茶の木だ

ったせいか、それをむしったのか、そういう、きれいにならないで穴が

開いている状態、上が穴が開いてたり、下が穴が開いてたりとか。そう

いうのだと、だんだん、ほかの手だてをやらないといけないのかなって

思ったりするところもありましたけれども。そういうのは、個人のもの

ですから、農家の方のものですから、そこで誰かが侵入しないように何

らかの形をするのかななんて思いながら。でも、見た目はあまりきれい

ではないな、なんて思いながら。そういうところは今後、どんなふうに

やっていくのかな、なんて思ってるんですけど。 

犀川会長   難しい話ですね。 

事務局    全く同じ話ではないかもしれないんですけれども、指定されている生

け垣とかでも、所有者によっては樹種を変えるということで、今あるも

のを全部一回撤去してとか、それで新しくするとかっていう方もいらっ

しゃいますので、もし一部そうなっている場合、あまり調子がよくない

とかっていうことで変えられる方もいらっしゃるかなと。個別で相談が

ある場合は、そういうのが現実にありますので、保存生け垣に指定して

いるものに関しては対応させていただいているところでございます。 

犀川会長   去年か一昨年かの話ですけれども、生け垣の樹種が全体が変わったと
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いうのはありましたね。理由を私が聞いたんですけれども、枝が横に伸

びていってしまって形を保つのが大変だから樹種を変えたんだというよ

うなことを言ってました。今の話なんか、穴が開いちゃったなんていう

のは、樹種を変えるとかすればいいんじゃないんでしょうかね。 

渡辺委員   今の、簡単に言って生け垣なんですけれども、これの更新が５年とい

うことですね。ということは、これは、確認されるのは５年後、更新の

ときだけになるんですか。ということは、通常の管理状況の把握という

のは、特にしてはいないということでございますかね。というのは、今

みたいに、例えば今年指定しましたと。ところが、５年間は管理状況を

確認してないとすれば、今のような問題が起こり得るわけですね。その

辺のところです。どのように市のほうは考えているのかなということで

ございます。 

 適正に管理することというようにはなっておるわけですけれども、今

のご指摘のように、途中で枯れてしまったりすることがあるので、その

管理状況を市としては把握しているのかなという質問でございます。 

事務局    少々お待ちいただいてよろしいですか。 

犀川会長   今、生け垣の質問なんですが、ほかに何か、生け垣とは関係なくても

いいですけれども、今、事務局で用意していますので、その間、何かほ

かの話題がありますでしょうか。 

渡辺委員   引き続いて、私、逆の反面なことを言いますけれども、指定された生

け垣を見ていくと、結構管理状況、非常によくされていますね、現状と

しては。ですから、その辺は私、見てると非常に感心するところでござ

います。 

事務局    先ほどご質問いただきました管理状況報告書について、すみません、

お時間をいただきました。こちらは、小金井市緑地保全及び緑化推進条

例施行規則第１４条で、指定された保全緑地の所有者等は毎年度２月末

日までに保全緑地の管理状況等を保全緑地管理状況報告書により市長に

報告しなければならないとございまして、これによって１年に１度、報

告書を提出いただいております。こちらのほうとしましては、それで状

況を把握させていただいているところです。 

渡辺委員   了解しました。 

犀川会長   了解されたということですね。 
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渡辺委員   そういうことで市がちゃんとやはり管理されているなということを、

今、確認させていただきました。 

犀川会長   ほかに何か。 

串田委員   資料をいただいた中で、先ほど犀川会長が、ハンカチノキを小金井園

さんのところに早速見に行ったというお話がありましたが、この保存樹

木・保存生け垣等の資料は所有者の住所がここに記載されています。そ

うすると、圧倒的にほとんどが所在地と所有者の住所が一致している。

ところが、今、見ていますと、保存生け垣のところですね、武蔵野市で

あったり埼玉県入間市であったり、いろいろ違う。要するに所有者と生

け垣の所在地が違うところがありますので、ちょっとこれ、見に行こう

かなと思っているので、どこかなあというようなのがあるので、それは、

例えば、このままでもいいんですけれども、何か問い合わせをしたらす

ぐわかるようにしておいていただけると助かります。例えば埼玉県入間

市の所有者の方の生け垣がどこにあるかわからない。 

事務局    備考欄に住所が。 

串田委員   書いてある？ あ、所在地がね。あ、そうかそうか。失礼しました。

あ、一番最後にね。ありがとうございました。 

竹内委員   ただ、所在地は、個人情報の絡みもありますので、公表は慎重にした

ほうがいいと思います。 

犀川会長   ほかに何かあるでしょうか。 

小山委員   資料の１３ページ以降、面積の推移ですとか保存樹木の本数推移があ

るんですけれども、見ていると、やっぱり年々減っているんですよね。

それで、緑の基本計画を見てみると、公共緑地にしても環境緑地にして

も、１０年後も現状維持というのが載っていますし、保存生け垣とか保

存樹木の指定についても、保存生け垣については、平成２２年から平成

３２年にかけては増やしていくという計画になっている。それで、保存

樹木の指定については、平成２２年の現状で８８１本が平成３２年、１

０年後でも現状維持というふうになっているんですけれども、その計画

にちょっとそぐわないような現状になってきているというところを、市

としてどう考えているのか。 

 それを、現状維持にしていくために、木は必ず枯れていくものですか

ら、新たに増やしていかなければ現状維持はできないということですよ
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ね。そこのところを考えた活動を組み立てていかないと、この計画が絵

に描いた餅になってしまったらというのがあるので、そこについて何か

お考えがあればお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、個人の緑に関しては、計画のところでも、緑の街並みづく

りの支援ということでは、既存の住宅に対しての接道部、壁面とかベラ

ンダ、屋上、そういったところでの緑化の取り組みに支援制度を検討す

るということが書かれていたりとか、あと、「オープンガーデン等によ

り地域の緑としての支援」ということで、所有者の情報を提供するとか

支援を行う仕組みをつくっていくというようなことも前向きに書かれて

いるんですけれども、そこのところの検討についてはどういうふうな形

になっているのかなというのをお聞かせいただければ。 

事務局    今ご指摘いただいたのは、緑の基本計画にある目標などの考え方とか、

それについて今どのようにやっているのかとか、今後どうするのかとか、

そういったご質問をいただいたかと思います。 

 確かに、おっしゃるとおり、緑の基本計画に現状維持と書いてある中、

保存樹木にしてもこれまで減少があって、このままでは今度の１０年間

の計画期間内にそこの目標が満たされないのではないかというのも、事

務局のほうとしても十分理解しております。で、今までは市報に掲載さ

せていただいて、募集をして、申請いただくという、言ってみれば待ち

の姿勢だったところです。それではいけないということで、今年度に入

りまして、今回の指定（案）の中から、我々のほうで実際にチラシとい

うか、わかりやすい内容で説明をつくりまして、実際に個人のお宅を訪

問させていただいたり、あとは、例えば近くの業者などで大きな木を持

っていそうなところに訪問させていただいたりして、制度のご説明をさ

せていただいて、ご理解いただいた中で今回の申請をいただいたりとか、

積極的にこちらから動くような形を今年度からさせていただいておりま

して、引き続き、この計画期間内でこれはやらせていただきたいと思っ

ております。 

 ２点目の、確かに、屋上緑化とかそういったところの点も記載させて

いただいているところなんですけれども、まずは、今まで待ちの姿勢だ

ったところを、考え方を積極的にもう少しやろうというのを今回から始

めたところですので、もう少しそれをさせていただいて、まだ申請をし
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ていただいてない生け垣だったり保存樹木というのが十分あると考えて

おりますので、その掘り起こしをある程度してから、次の手は具体的に、

やれるものは考えていこうかなと思っているところです。 

 以上です。 

犀川会長   今、事務局から、こういうことをしようと思うということで考えがあ

ったんですが、小山委員のほうは何か、こういうことをしたらいいんじ

ゃないかというのはお考えはお持ちでしょうか。もしあったら、おっし

ゃっていただきたいと思います。 

小山委員   市の中でやるということはすごくいいことだと思っておりますし、ど

んどん進めていくべきだと思いますけれども、やっぱり限界があると思

うんですね。だから、いかに市民の力をかりていけるかというところを

少し考えたほうがいいかなと思います。市だけでやるんではなくて、や

っぱりまちの中全体で緑を保全していけるような、何かそういう仕組み

づくりができたらいいかなとは思います。ちょっと漠然としてるんです

けれども。 

犀川会長   漠然と。何か、具体的にこうしたらいいんだって、そういう意見をお

願いしたいと思うんですが。 

小山委員   そうですね、例えば、「近所にある、残したい緑っていうのは何かあ

りますか」ということを一般的に募集して、私たちが気がつかないよう

な残したい緑を知っている人から聞いた情報を、実際、この緑対審でも

いいですし、市の職員の方と一緒に見に行って、ぜひこれはっていうの

であれば、何とか残せる方法を探っていくですとか。市民の方って結構、

ふだん気がつかないような情報を持ってる方ってたくさんいらっしゃる

と思うんです。そこは利用して、一緒にできることにつなげていければ

いいなと。 

犀川会長   ありがとうございました。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

宮下委員   ほんとうに、今のことが一番重要だと思うんですけれども、緑化協定

とか地区計画とかそういう関係と今のデータっていうのは、何か関連性

があるものっていうのはないですか。そういうものを指定しているとこ

ろのほうがむしろ緑が多いのか、ほとんど関係ないのか。 

事務局    保存樹木とか保存生け垣の町別っていうことで、詳細な分析はまだで
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きてないところなんですけれども、ただ、本町とか駅周辺とかというの

はやはり保存樹木って少ないですから、そういう傾向はあるかなと思っ

ていますので、今後、もう少し分析はしていかなければいけないかなと

思っています。 

 あとは、宅地開発とかでの緑化とかそういったことですと、今、副会

長がおっしゃったような、そういう計画的なものとの一致とかっていう

のも出てくるのかなと。直接、保存樹木とか保存生け垣っていうわけで

はないんですけれども、緑ということですと、宅地造成とか、そこでの

提供される公園とか、緑地とか、またそういった造成があって緑が減る

とかっていう、計画とおそらく一致して傾向はあるかなとは少し思って

いるところではあります。 

犀川会長   ほかに何かありますでしょうか。 

事務局    先ほどの、駅の近くには緑が少ないという話がありましたけれども、

今年、駅前の商業施設の前にメタセコイア、どうしてもやってもらいた

くて、３回お願いに伺いました。やはりシンボルになっていくので。そ

れで、「保存樹木、どうですか」ってお願いしたのですが、結果的に今

年までには最終的にはやらない旨、回答いただきまして、また根気よく

お願いしていきたいと思っています。あちらは、駅前で目立ついい場所

だと思っています。何か、もともと移植されたのか、そのままの幹だっ

たのかな、開発前の。 

犀川会長   メタセコイア、多分前からあったんだと思いますね、ああいうのは。 

事務局    そうですよね。で、やはり、どうしてもやってもらいたくて足を運ん

だんですけど、残念な結果になってしまったんですけど。引き続き、大

きいところを探していきたいと思います。よろしくお願いします。 

竹内委員   断られた理由は何ですか。 

事務局    おそらく、手続上、例えば先ほどの管理状況報告書とか、必要以上の

ことが出てきてしまうというのもありますけれども、そういったものも

あるということも含めて、引き続きこちらのほうでもご説明をして、申

請いただけるように、今後もやっていきたいと思っております。 

矢向委員   １１ページ、権利譲渡の中で、スタジオジブリさんの権利譲渡ってい

うのは、これはもう、スタジオジブリさんが手放しちゃう？ 

事務局    そうですね。はい、そうです。 
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矢向委員   いやあ、スタジオジブリさん、ちょっとシンボリックな。小金井市と

しては、例の「こきんちゃん」の絵も描いていただいて、ちょっと自慢

できる１つのシンボリックなところで。あそこの、コンクリートの建物

の脇に生えてた木ですよね。あれ、建物ごとですか。建物ごと、どこか

へ譲渡しちゃったの？ 

事務局    我々のほうでちょっと建物のほうまでの把握はしてないんですけど。 

矢向委員   樹木だけ譲渡するってあるんですか。ほとんど道路を覆ってるんです

ね。私も先日の段階で見たんですけどね。でかい、立派な木ですよね。

ほとんど道路を覆い尽くしているぐらい。 

渡辺委員   ただ、あれもね、保存樹木名称板がついてるのとついてないのがある

んですよ。私も一度、見たんですがね、保存樹木名称板がついてるやつ

がありました。ないやつもあるんですね。ですから、どれが指定されて

るかっていうのはちょっとわからないんですよ。 

矢向委員   あ、もう何本もあるんで。ああ、そうなんですか。 

渡辺委員   前回のときに私もわたしもちょっと見て質問したんですけれども、保

存樹木名称板がついてないのとついてるのがありますので、どれがどれ

かというのはちょっとわからないですね。 

矢向委員   わかりました。すみません。 

犀川会長   シンボリックな木に関係すると思うんですけれども、例えば、今回の

一覧表で、ヤポンノキとかいうのがありましたよね。気になりましてね、

何かなと思って、それも見たくてね、行ったら、ヤポンノキだかシャコ

タンチクとかいうのがありましてね、どんなのかなと思ってね。そうい

うふうなやつがえらく珍しいもんですから、ヤポンノキがそこにあると

いうことがわかって、迷惑になっちゃうのかもしれないけれども、そこ

に行くと説明書きか何かがあったりなんかしたらいいかなと思ったんで

すけれども。 

 「ヤポン」って「日本」かなと思ったら、そうじゃないんですね。何

だっけな、何とかポンって、アメリカインディアンか何かがお茶にして

飲んでた木なんですよね。赤い実がなる、イヌツゲみたいなやつなんで

すけど。そういうやつがそこにあるとか。そこしかないんじゃないかと

思うんですね。そういうふうな珍しい木なんてのがここにあるよと。持

ち主が嫌だって言ったら、盗まれちゃうかもしれないからね。それで言



 

 － 22 － 

ってたんですけど。シャコタンチクなんて初めて聞いて。そしたら、同

じ生け垣に植わってましてね。ああいう珍しいのがここにあるっていう

のはいいと思うんですけどね。 

 あと、何か。串田さん。 

串田委員   幾つか、権利譲渡・解除等の理由等の話がこの中であったので。１つ、

指定解除の中の環境緑地っていうのが、１０ページの頭ですね、これ、

すごく面積が大きくて、権利譲渡というふうになっておりますけれども

全部解除。これは具体的にどういう形で推移して、結果どうなるのか。

発言できる範囲で。 

事務局    少々お待ちください。 

犀川会長   グラフにすると減りが多いかもしれませんな。 

串田委員   圧倒的に大きいですよ。 

犀川会長   減る原因かもしれないね。 

事務局    今ご質問いただいた環境緑地については、面積、かなり大きく、三千

数百平米という形になっているんですけれども、こちらに関しましては、

計画上、都市計画公園と都市計画道路の重複している、都市計画の網が

かかっているところになっております。で、権利譲渡ですので、どうい

った形で権利を譲渡されたかまではご本人に確認はしてないんですけれ

ども、一応そういう位置づけの土地となっていると確認はしております。 

串田委員   ありがとうございました。 

 地番からいうと、はけの森美術館の近くなんですか。中町１－１１と

いうと、坂がありますね、オオサカっていう。 

事務局    はけの道の北側のほうです。 

串田委員   じゃあ、あそこの整備されたときの。道を広くしたり、公園として整

備する。 

渡辺委員   二中の角っこね、反対の。あの角の向かい側にマンションか何かでき

てますよね。あの近くですね。 

犀川会長   ほかに何かありますでしょうか。緑を保つのも難しいけれども、どん

どん減っていっちゃうと大変なことですね。 

 ほかにないようでしたら、まだ時間が大分早いんで、おひらきになっ

てしまうんですけれども、何かないでしょうか。時間は４時半までです

から、まだ大分あるんですけど。 
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 いかがですか。 

串田委員   新規で増えた保存樹木が今回多いですよね。幡随院がひとまとめに入

ったからだと思います。それで、とにかく、通常の住宅地で庭に１本、

昔からのシダレザクラが１本あって、それが枯渇されたあるいは伐採さ

れた等の行為っていう問題と、こういう、大きな幡随院なら幡随院って

境内の多分、保存樹木をどうやって決めたかわかりませんけれども、全

部ではないですね、これ、本数を見ると。どういう意味かよくわかりま

せんけど。そういう形で、市のほうのご努力等で保存樹木というふうに

なったのかもしれませんけれども、そういう大きな塊としての緑ってい

うのは、ほかにも何かいろいろあって、それを保存樹木として登録しな

いかという努力というのはいろいろできるかと思うんですが、「ああ、

そうか、幡随院も登録されたか」ってなると、じゃあ、あそこは？あそ

こは？という。 

 そういうふうに、何となく個人的に思って見ますと、まとまった緑と

いうのは、圧倒的に公園ですよね。公園は公共緑地なので、こういうと

ころに全然出てきませんよ。保存樹木とか保存生け垣、保存緑地にも出

てこない。市の公園というのは、まとまった緑があるけれども、こうい

うところに出てこない。そうすると、こういう資料を見てるだけだと、

当然、大きな木が切られたりするっていうことは、確実に減ってるわけ

なんですけれども、潜在的に数値に見られない緑というのは、公園等も

含めるとかなりあるかなと。 

 で、まとまった緑でなかなか厳しいのが、農地であったり、保全緑地

であったりもしますけれども、保存樹木をもし、先ほどの話の中で増や

そうとしたらば、そういう、神社等は幡随院が入ると、あとはどこが残

ってるかわかりませんけれども、数字の変化だけでいくと、いろいろそ

ういうような努力はできるかもしれないなという感じがいたしました。 

 ただし、１本１本調べてもあまり意味がないかなという感じがすごく

するんですけれども。これも何回か前に出たかもしれないけれども、小

金井神社がほぼ保存樹木になって。で、１本１本がどうのこうのってい

う話も市の管理上は必要かもしれませんけれども、固まった緑として考

えると、あそこはそこで１本減ろうが増えようが、固まった貴重な緑で

はないかなと、そういうふうに思います。それは、公共の緑地ではなく
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てもね。公共の緑地では、市の公園は幾つもあるわけですから、そうい

うのを何かトータルに見られたらいいんじゃないか。 

 保存樹木ってこんなふうに出てくるリストっていうのは、要するに市

の管理をするときの資料ですから、そうじゃなくて、何かもっと全体が

見られるような、俯瞰できるような資料が、どういう形がいいかわかり

ませんけれども、あるといいかなと。 

犀川会長   ちょっとお金がかかりますけれども、グーグルマップなんかで、あれ、

緑は緑で出るんですかね。ああいうやつを毎年毎年、プリント、コピー

とかであれをとっておいて、比較すると、案外いいかもしれないですね。

プリントスクリーンだ。 

渡辺委員   第１５条には、台帳があることになってるんですね、規則には。必ず

緑地その他の台帳が、市が保存するように備えなければならないという

ふうに書いてありますので、市には全てあるんではないかと思いますね。

規則ではそうなっています。 

事務局    今お話しにあった、保存樹木とか保存生け垣とかそういったもの以外、

畑とか寺社とかそういったもろもろの緑地というものを緑被率というこ

とで、緑の基本計画を策定するとき、１０年に１回、次に改定するとき、

事前の調査をしまして次回の緑被率を出す予定ですので、その中では、

そういったまとまった緑とかっていうのが、市域でどのぐらい緑被率が

経年で変化しているかというのは、見ていく予定になっております。 

犀川会長   ありがとうございました。緑被率、忘れてましたね。そうですね。 

 ほかに質問がございませんようでしたら、この諮問案件について決定

してよろしいか、お諮りしたいと思います。 

 皆様方、これ、指定をすることに決定してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

犀川会長   ありがとうございます。異議がないようでしたら、これで決定いたし

たいと思います。 

 次に、市長への答申の方法についてお諮りいたします。答申の方法に

ついては、会長、副会長に一任をいただいた上、会長が代表して答申を

行っていますが、異議がなければ答申の方法を会長、副会長に一任して

いただいてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 



 

 － 25 － 

犀川会長   異議はないようですので、答申の方法は会長、副会長に一任させてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

 本日の案件である保全緑地の指定（案）についての審議は、これで終

了することといたします。 

 事務局のほうから何かございましたら、お願いいたします。 

環境政策課長 本日は、お暑い中、また大変お忙しい中ご出席いただきまして、あり

がとうございました。 

 次回につきましては２月ごろを予定してございます。 

 本日はありがとうございました。 

犀川会長   それでは、以上をもちまして、本日の平成２９年度第１回小金井市緑

地保全対策審議会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


